
 

 

                              

 

 

 

 

 

JR 東労組仙台地本第 36 回定期大会の発言等に基づく申し入れ 

 

 

（1項）エルダー雇用先の提示に関して、今年度と来年度の提示等の実施状況について明らかにすること。 

また、エルダー雇用に関しての仙台支社の体制等を明らかにすること。尚、エルダー雇用に関しては 

本人希望を最大限尊重し、スケジュール感を持ちながら提示すること。 

（回答）就労条件等の準備ができ次第、提示しているところである。 

 

【交渉のポイント】 

・2020年度は退職者約 300名で、ほぼほぼ再雇用希望があり、昨年 7月下旬くらいに希望者全員に提示できた。 

・2021年度は退職者約 200名前後、ほぼほぼ（9割 5分程）再雇用希望がある。この間の議論も踏まえて、 

いきいきプランガイドに沿った日程になるように行っている。1月の時点で、8割くらい進んでいる。 

・業務量や働く場の関係で、地域差ゼロは難しい。マッチングさせながら行っている。（2～3年前より、貸借者

の先輩は少なくなってきたので、血の通った体制は手厚くなっている。） 

・コロナ禍においても再雇用制度に変化はない。 

・体制としては、人事雇用推進室だけでなく、人事課 10名単位としてや各主管グループリーダーでも関わりな

がら、行っている。 

 

（2項）黒磯～白河駅間 531系 5両ワンマンについて、仙台支社として現状の認識を明らかにすること。 

（回答）中編成ワンマンについては、マニュアルの制定、乗務員訓練等を現場・支社一体となって取り組んでき

たところであり、今後においても引き続き必要な改善や教育を実施していく考えである。 

 

【交渉のポイント】 

・現状、忍錠貸与が一つの為、2つ配布すべき（オートロック状態の為※トイレ使用時など）ことを求めました。 

・K551（1日 1～2回ある）※他はたまに（プラス K555）がホーム検知装置不具合の為、強制開扉している。 

改修されているのか？ 

  …現状であまり発生していない。…センサー動作確認を行い、ホーム検知装置本体と車体をシリコンで固定

されており、振動が伝わる為、シリコン部分を除去して検証しているところである。 

・マジックハンドをホームに設置出来ないか、職場の声を伝えました。 

（マジックハンドを車両に搭載できればよいが、水戸の車両の為、水戸支社との協議が必要） 

・貫通路の遮蔽幕（スモーク）の必要性について、TEMSモニタでのダイヤ札の確認でよいことに出来ないのか。 

職場の声を伝えました。 

・強固な運賃箱への切符、現金はどのくらい入っているのかについては、コロナ禍もあり、比較しづらいが、お

客さまトラブルは発生していない。←特別改札の有効性があるので、支社としての指導や応援を求めました。 

・交直切換試験は、毎回折り返しのたびに必要なのか？確認・検討を求めました。 
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２０２１年 １月 １４日 

2021年 1月 14日、表題における団体交渉を行いました。不明な点は 

仙台地本業務部まで連絡をお願い致します。 


